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〔
商
法
四
八
四
〕

退
職
取
締
役
に
対
し
会
社
の
内
規
に
基
づ
い
た
退
職

慰
労
金
を
支
給
し
な
い
場
合
に
代
表
取
締
役
の
損
害

賠
償
責
任
を
否
定
し
た
事
例

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
商
法
二
六
九
条
が
強
行
法
規
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
内
規
は
、

株
主
総
会
に
お
い
て
、
退
職
慰
労
金
の
支
給
金
額
、
支
給
時
期
、
支

給
方
法
等
を
取
締
役
会
又
は
代
表
取
締
役
に
一
任
す
る
旨
決
議
さ
れ

た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
株
主
総
会
に
お
い
て
、

退
職
慰
労
金
の
支
給
金
額
等
を
具
体
的
に
決
議
し
た
場
合
に
は
、
も

は
や
内
規
を
適
用
す
る
余
地
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
六
六
条
ノ
三
、
二
六
九
条

〔
事
　
実
〕

　
訴
外
A
会
社
は
、
平
成
八
年
八
月
三
一
日
当
時
の
資
本
金
額
が
六

（大
阪
高
判
平
成
↓
六
年
二
月
］
二
日
、
平
成
一
五
年

損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
、
原
判
決
取
消
（
確
定
）

金
融
・
商
事
判
例
一
］
九
〇
号
三
八
頁

　　　　不

　　　　第

　　　　九

　　　　九

　　　　号

）

二
三
二
万
二
五
〇
〇
円
、
平
成
二
一
年
度
の
年
商
が
五
二
億
一
九
〇

〇
万
円
で
、
株
式
譲
渡
に
は
、
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
Y
（
被
告
、
控
訴
人
）
は
、
A
会
社
の
代
表
取
締
役

で
あ
る
。
Y
は
、
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
と
し
て
経
営
権
を
握
っ
て
い
る

こ
と
が
推
認
さ
れ
る
が
、
株
主
全
員
が
株
主
総
会
に
お
け
る
意
思
決

定
を
Y
一
人
に
一
任
し
て
い
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
A

会
社
の
株
主
総
会
、
取
締
役
会
は
現
在
ま
で
現
実
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。　

X
（
原
告
、
被
控
訴
人
）
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
、
A
会
社
の

取
締
役
に
就
任
し
、
平
成
二
一
年
三
旦
一
二
日
A
会
社
の
取
締
役
を

退
任
し
て
、
同
年
四
月
一
日
に
A
会
社
の
執
行
役
員
と
な
り
、
平
成
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二
二
年
一
〇
月
二
〇
日
に
は
、
A
会
社
を
退
職
し
た
。

　
A
会
社
に
は
、
役
員
の
退
職
慰
労
金
に
関
す
る
規
定
（
以
下
「
本

件
内
規
」
と
す
る
）
が
あ
り
、
本
件
内
規
に
従
っ
た
X
の
退
職
慰
労

金
の
額
は
二
〇
八
万
円
で
あ
る
と
算
出
さ
れ
る
。

　
本
件
内
規
が
平
成
八
年
に
改
定
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
に
退
任
し

た
取
締
役
は
、
四
人
（
X
を
含
む
。
）
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち

三
名
（
X
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
具
体
的

な
金
額
（
た
だ
し
X
を
除
く
二
名
に
つ
い
て
、
退
職
慰
労
金
の
金
額

は
不
明
で
あ
る
。
）
及
び
支
給
方
法
が
決
議
さ
れ
、
残
る
一
名
に
つ

い
て
も
株
主
総
会
に
お
い
て
本
件
内
規
に
基
づ
い
て
退
職
慰
労
金
を

算
出
す
る
旨
が
決
議
さ
れ
た
。

　
A
会
社
の
人
事
部
長
B
は
、
X
の
退
職
後
、
X
に
対
し
、
退
職
慰

労
金
に
つ
い
て
は
平
成
一
四
年
二
月
ま
で
待
っ
て
欲
し
い
と
述
べ
、

同
年
三
月
中
こ
ろ
に
は
、
近
々
退
職
慰
労
金
を
支
給
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
と
述
べ
た
。
ま
た
、
そ
の
際
、
X
の
勤
務
中
の
働
き
ぶ
り
が

問
題
に
さ
れ
た
り
、
X
が
競
業
避
止
義
務
に
違
反
し
て
い
る
と
の
話

題
が
出
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
A
会
社
が
X
に
対
す
る
退
職
慰
労
金

を
支
給
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
X
は
、
平
成
一
四
年
九
月
四

日
、
A
会
社
に
対
し
、
文
書
で
、
退
職
慰
労
金
二
〇
八
万
円
の
支
払

を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
A
会
社
は
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る

株
主
総
会
決
議
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
支
払
を
拒
み
、

支
給
時
期
等
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
X
は
、
や
む
な
く
、
同
年
一
二
月
二
五
日
、
本
訴
を

提
起
し
た
と
こ
ろ
、
Y
は
、
平
成
一
五
年
二
月
二
〇
日
開
催
の
A
会

社
の
取
締
役
会
に
お
い
て
、
第
五
四
回
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議

案
と
し
て
、
X
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
支
払
の
件
を
追
加
す
る
よ
う

提
案
し
、
同
取
締
役
会
に
お
い
て
そ
の
旨
決
議
さ
れ
、
同
年
三
月
二

七
日
開
催
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、
X
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支

払
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
、
具
体
的
な
金
額
、
支

払
方
法
、
支
払
時
期
に
つ
い
て
は
取
締
役
会
に
一
任
す
る
旨
の
決
議

（
以
下
「
本
件
支
給
決
議
」
と
す
る
）
が
な
さ
れ
、
平
成
一
五
年
五

月
二
二
日
、
X
に
対
し
て
、
一
〇
〇
万
円
が
支
給
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

X
は
Y
に
対
し
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
に
基
づ
き
、
支
給
さ
れ
る
べ

き
退
職
慰
労
金
残
額
一
〇
八
万
円
と
慰
謝
料
等
の
支
払
い
を
求
め
た
。

　
一
審
（
京
都
地
判
平
成
一
五
年
六
月
二
五
日
金
判
二
九
〇
号
四

四
頁
）
は
、
「
Y
は
、
本
件
規
定
の
制
定
に
よ
る
X
に
対
す
る
支
給

約
束
に
反
し
た
ほ
か
、
故
意
に
よ
り
上
記
支
払
約
束
に
反
し
又
は
取

締
役
と
し
て
の
義
務
を
怠
り
、
上
記
取
締
役
会
を
招
集
せ
ず
、
本
訴

審
理
中
の
平
成
一
五
年
二
月
二
〇
日
に
至
る
ま
で
、
取
締
役
会
に
お

い
て
本
件
報
酬
議
案
の
提
案
を
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
債
務
不

履
行
又
は
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
に
よ
り
X
が
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被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、

に
つ
き
X
の
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

つ
き
控
訴
し
た
。

退
職
慰
労
金
残
額

Y
が
敗
訴
部
分
に

〔
判
　
旨
〕

　
原
判
決
取
消

「
株
式
会
社
の
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
定
款
又
は
株
主
総
会
の
決
議

に
よ
っ
て
報
酬
の
金
額
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
具
体
的
な
報
酬
請

求
権
は
発
生
せ
ず
、
取
締
役
が
会
社
に
対
し
て
報
酬
を
請
求
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
、
取
締
役
の
退
職
慰
労
金
は
、
そ
れ
が
在
職

中
の
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
商

法
二
六
九
条
が
規
定
す
る
報
酬
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
退
職

慰
労
金
に
関
す
る
支
給
規
定
が
存
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
定
款
又

は
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
退
職
慰
労
金
の
金
額
が
定
め
ら
れ
な

い
限
り
、
取
締
役
が
会
社
に
対
し
て
退
職
慰
労
金
を
請
求
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
…
…
。
も
っ
と
も
、
株
主
総
会
の
決
議
が

な
い
場
合
で
も
、
た
と
え
ば
株
主
総
会
の
決
議
に
代
わ
る
全
株
主
の

同
意
が
あ
る
な
ど
、
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た
と
同
視
し
う
る
特

段
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
会
社
が
取
締
役
に
対
し
て
、

株
主
総
会
決
議
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
退
職
慰
労
金
の
支
給
を
拒

む
こ
と
は
信
義
則
に
反
す
る
と
解
さ
れ
る
。
」

「
…
…
商
法
二
六
九
条
が
強
行
法
規
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本

件
内
規
は
、
A
会
社
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、
退
職
慰
労
金
の
支
給

金
額
、
支
給
時
期
、
支
給
方
法
等
を
取
締
役
会
又
は
代
表
取
締
役
に

一
任
す
る
旨
決
議
さ
れ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

株
主
総
会
に
お
い
て
、
退
職
慰
労
金
の
支
給
金
額
等
を
具
体
的
に
決

議
し
た
場
合
に
は
、
も
は
や
本
件
内
規
を
適
用
す
る
余
地
は
な
い
も

の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
本
件
内
規
は
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
旨

の
株
主
総
会
決
議
が
な
い
場
合
に
、
本
件
内
規
に
基
づ
く
退
職
慰
労

金
を
請
求
す
る
権
利
を
具
体
的
に
発
生
さ
せ
る
性
質
の
も
の
で
は
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

「
A
会
社
の
株
主
総
会
は
、
取
締
役
会
に
対
し
て
、
X
に
対
す
る
退

職
慰
労
金
の
支
給
金
額
、
支
給
時
期
、
支
給
方
法
等
を
一
任
す
る
旨

の
決
議
を
な
し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
…
…
本
件
訴
訟
提
起
後
に
、

金
額
の
上
限
を
一
〇
〇
万
円
と
し
て
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
旨
の

本
件
支
給
決
議
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
段
の
事
情
が
認

め
ら
れ
な
い
限
り
、
X
が
A
会
社
に
対
し
て
、
本
件
内
規
に
基
づ
く

退
職
慰
労
金
を
請
求
す
る
権
利
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
そ
し
て
、
…
…
Y
又
は
A
会
社
が
X
に
対
し
て
、
退
職
慰
労
金
と

し
て
本
件
内
規
に
基
づ
い
た
金
額
を
支
給
す
る
旨
を
約
し
た
こ
と
は

な
い
か
ら
、
A
会
社
が
X
に
対
し
て
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
等
と

述
べ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
A
会
社
が
X
に
対
し
て
、
株
主
総
会
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決
議
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
本
件
内
規
に
基
づ
く
退
職
慰
労
金
の

支
給
を
拒
む
こ
と
が
信
義
則
に
反
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」

「
し
た
が
っ
て
、
X
は
、
A
会
社
に
対
し
て
、
本
件
内
規
に
基
づ
く

退
職
慰
労
金
を
請
求
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、

Y
が
、
A
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
、
X
に
対
し
て
本
件
内
規
に

従
っ
た
退
職
慰
労
金
の
支
払
に
関
す
る
議
案
を
株
主
総
会
に
提
出
す

る
た
め
の
取
締
役
会
を
招
集
し
た
り
、
取
締
役
会
に
お
い
て
、
上
記

議
案
を
提
出
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」

〔
研
　
究
〕

判
旨
に
疑
問
あ
り

一
　
取
締
役
の
退
職
慰
労
金
は
、
そ
れ
が
在
職
中
の
職
務
執
行
の
対

価
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
商
法
二
六
九
条
（
会
社

法
三
六
一
条
）
が
規
定
す
る
報
酬
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の
が
判

例
・
多
数
説
で
あ
る
（
最
判
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
一
日
民
集
一
八

巻
一
〇
号
二
一
四
三
頁
、
龍
田
節
『
会
社
法
大
要
』
八
八
頁
。
反
対
、

鈴
木
竹
雄
「
退
職
慰
労
金
の
特
殊
性
」
商
法
研
究
皿
一
二
四
頁
、
倉

澤
康
一
郎
「
会
社
役
員
の
退
職
慰
労
金
と
商
法
二
六
九
条
」
会
社
法

の
論
理
二
二
〇
頁
）
。
し
た
が
っ
て
退
任
取
締
役
に
退
職
慰
労
金
を

支
給
す
る
に
は
、
定
款
の
定
め
又
は
株
主
総
会
決
議
が
必
要
と
な
る
。

本
件
は
、
閉
鎖
会
社
に
お
い
て
退
任
取
締
役
に
対
し
、
内
規
に
基
づ

く
計
算
の
約
半
分
に
あ
た
る
額
の
支
給
を
株
主
総
会
で
決
議
し
た
事

例
で
あ
り
、
そ
の
決
議
が
訴
訟
提
起
後
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る
。
閉
鎖
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
を
開
い
た
こ
と
の
な
い

会
社
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
、
定
款
に
定
め
が
な
い
限
り
、
退
任
取

締
役
は
退
職
慰
労
金
の
請
求
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
現
経

営
陣
と
退
任
取
締
役
側
に
対
立
が
生
じ
た
た
め
に
、
退
職
慰
労
金
の

議
題
を
総
会
に
提
出
し
な
い
場
合
や
著
し
く
低
額
な
決
議
を
す
る
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
本
件
も
そ
の
よ
う
な
問
題
の
あ
る
事
例
の
一
つ

で
あ
る
と
い
え
る
。

二
　
商
法
二
六
九
条
の
趣
旨
は
、
取
締
役
の
報
酬
の
決
定
は
業
務
執

行
行
為
の
性
質
を
有
し
、
取
締
役
会
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
し
て

よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
取
締
役
会
に
自
己
又
は
同
僚
の
報
酬
を
決
め

さ
せ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
お
手
盛
り
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
会

社
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
政
策
的
規
定
で
あ
る
と

解
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
（
矢
沢
惇
「
取
締
役
の
報
酬
の
法
的
規

制
」
商
事
法
務
二
一
九
号
三
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
取
締
役
選
任
権

は
、
株
主
総
会
に
属
し
て
い
る
た
め
、
株
主
総
会
に
本
来
、
報
酬
決

定
権
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
商
法
二
六
九
条
は
株
主
保
護
を
は
か
る

た
め
、
株
主
総
会
が
報
酬
決
定
権
限
を
取
締
役
会
や
代
表
取
締
役
に
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授
権
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
趣
旨
を
も
含
む
も
の
と
解
す
る
べ
き
で

あ
る
（
倉
澤
・
前
掲
会
社
法
の
論
理
二
一
四
、
二
一
五
頁
、
宮
島
司

『
新
会
社
法
エ
ッ
セ
ン
ス
［
第
二
版
］
』
二
〇
八
頁
、
山
本
爲
三
郎

『
会
社
法
の
考
え
方
〈
第
七
版
〉
』
二
三
九
頁
）
。
い
ず
れ
に
解
す
る

に
せ
よ
、
定
款
の
定
め
又
は
株
主
総
会
に
よ
る
報
酬
額
の
決
定
は
報

酬
契
約
の
効
力
要
件
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
（
宮
島
司
〔
判
批
〕
法

学
研
究
六
二
巻
二
号
二
九
頁
）
。
し
た
が
っ
て
退
職
慰
労
金
に

関
す
る
支
給
規
定
が
存
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
定
款
又
は
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
っ
て
退
職
慰
労
金
の
金
額
が
定
め
ら
れ
な
い
限
り
、

取
締
役
が
会
社
に
対
し
て
退
職
慰
労
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
解
さ
れ
（
最
判
昭
和
五
六
年
五
月
一
一
日
判
時
一
〇
〇
九
号
一

二
四
頁
）
、
定
款
の
定
め
又
は
株
主
総
会
決
議
が
な
い
場
合
は
、
退

任
取
締
役
に
よ
る
退
職
慰
労
金
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
（
東
京
地
判

昭
和
四
七
年
二
月
一
日
判
時
六
九
六
号
二
二
七
頁
、
東
京
地
判
平

成
五
年
二
月
三
〇
日
労
働
判
例
六
四
六
号
四
二
頁
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
上
述
し
た
よ
う
に
株
主
総

会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
会
社
に
お
い
て
は
、
退
任
取
締
役
は
退
職

慰
労
金
請
求
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

三る
。

こ
の
点
に
つ
き
裁
判
例
は
以
下
の
よ
う
な
解
決
を
は
か
っ
て
い

①
大
阪
地
判
昭
和
四
六
年
三
月
二
九
日
判
時
六
四
五
号
一
〇
二
頁

　
Y
会
社
は
、
X
（
取
締
役
兼
従
業
員
）
と
A
の
実
質
上
個
人
的
営

業
で
あ
っ
て
、
設
立
後
、
株
主
総
会
は
一
度
も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

Y
会
社
は
都
市
計
画
に
基
づ
き
立
ち
退
く
こ
と
に
な
り
、
立
退
補
償

金
を
X
に
退
職
金
等
と
し
て
支
払
う
旨
を
約
束
し
た
。
と
こ
ろ
が
Y

会
社
は
、
こ
の
約
束
を
取
締
役
会
の
承
認
や
株
主
総
会
決
議
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
「
Y
会
社
の
実
態
か
ら

み
て
、
前
記
商
法
の
規
定
の
趣
旨
お
よ
び
正
義
、
衡
平
の
観
念
に
照

ら
し
、
Y
会
社
の
右
主
張
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
」
と
し
て
X
の
請
求
が
認
め
ら
れ
た
。

②
京
都
地
判
平
成
四
年
二
月
二
七
日
判
時
一
四
二
九
号
ご
…
貢

　
X
（
取
締
役
兼
従
業
員
）
は
代
表
取
締
役
A
と
兄
弟
で
、
Y
会
社

は
、
同
族
会
社
で
A
の
ワ
ン
マ
ン
会
社
で
あ
っ
て
、
株
主
総
会
・
取

締
役
会
は
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
株
主
は
、
A
の
影
響
下
に
あ
る
と

解
さ
れ
る
。
A
が
X
に
対
し
、
退
職
金
三
〇
〇
〇
万
円
の
支
給
を
決

定
し
た
こ
と
を
「
Y
会
社
に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
て
い
る
意
思
決
定

方
法
で
も
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
上
で
、

Y
会
社
が
代
表
取
締
役
A
名
で
、
内
容
証
明
郵
便
で
も
っ
て
、
退
職

慰
労
金
を
金
三
〇
〇
〇
万
円
と
決
定
し
た
こ
と
及
び
右
退
職
慰
労
金

を
計
上
し
て
い
る
旨
を
通
知
し
、
加
え
て
、
右
未
払
退
職
慰
労
金
を

損
益
計
算
書
に
も
計
上
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
法
人
税
の
申
告
を
行
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っ
て
い
る
と
い
う
事
実
関
係
の
下
で
、
「
手
続
違
背
の
み
を
理
由
に
、

そ
の
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
衡
平
の
理
念
か
ら
し
て
許
さ
れ
な

い
」
と
し
て
X
の
請
求
を
認
め
た
。

③
東
京
高
判
平
成
七
年
五
月
二
五
日
判
タ
八
九
二
号
二
三
六
頁

　
Y
会
社
は
同
族
会
社
で
代
表
取
締
役
で
あ
る
Y
の
ワ
ン
マ
ン
会
社

で
あ
り
、
株
主
総
会
・
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
X

（
取
締
役
）
は
Y
会
社
に
対
し
、
X
に
か
け
ら
れ
て
い
た
保
険
の
解

約
返
戻
金
等
を
Y
と
合
意
し
て
い
た
と
お
り
退
職
慰
労
金
と
し
て
請

求
し
、
Y
に
は
退
職
に
あ
た
っ
て
譲
渡
し
た
株
式
代
金
を
請
求
し
た
。

「
株
主
総
会
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
株
主
総
会
に
代
わ
り
意
思
決
定

す
る
等
実
質
的
に
株
主
権
を
行
使
し
て
会
社
を
運
営
す
る
株
主
が
唯

一
人
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
一
人
の
株
主
に
よ
っ
て
退
職
金
の
額
の

決
定
が
さ
れ
た
と
き
は
、
実
質
上
株
主
保
護
が
図
ら
れ
取
締
役
の
い

わ
ゆ
る
お
手
盛
り
は
防
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
株
主
総
会
の
決
議
が
な
く
て
も
こ
れ
が
あ
っ
た
と
同
視
す

る
こ
と
が
で
き
る
…
…
。
Y
が
決
定
し
た
退
職
金
に
つ
い
て
株
主
総

会
の
決
議
の
欠
訣
を
主
張
し
て
そ
の
支
払
を
拒
む
こ
と
は
、
信
義
則

上
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
X
の
請
求
を
認

め
た
。

④
東
京
高
判
平
成
一
五
年
二
月
二
四
日
金
判
三
六
七
号
三
三
頁

　
Y
会
社
で
は
、
株
主
総
会
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
取
締
役
会
の
決

議
に
よ
り
決
定
し
て
お
り
、
全
取
締
役
の
持
株
割
合
は
、
発
行
済
株

式
総
数
の
約
三
分
の
二
で
あ
っ
た
。
Y
会
社
は
、
S
事
業
の
研
究
開

発
費
に
た
え
ら
れ
な
く
な
り
、
Z
会
社
と
共
同
出
資
し
て
R
会
社
を

設
立
し
、
S
事
業
を
R
会
社
に
営
業
譲
渡
し
た
。
X
（
取
締
役
）
は
、

Y
会
社
を
退
任
し
、
R
会
社
の
取
締
役
と
な
っ
た
。
S
事
業
の
工
業

所
有
権
は
、
X
と
Y
会
社
の
共
有
に
属
し
て
お
り
、
S
事
業
の
R
会

社
へ
の
営
業
譲
渡
に
は
、
X
の
同
意
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
「
株
主

総
会
決
議
を
代
行
す
る
取
締
役
会
決
議
に
よ
り
、
本
件
退
職
金
支
給

決
定
が
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
事
実
上
総
株
主
の
議
決
権
の
三
分

の
二
以
上
の
同
意
が
得
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
額
も
一
般
従
業
員
の
退

職
金
の
場
合
と
比
べ
て
特
に
高
額
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件

退
職
金
を
支
給
し
て
も
株
主
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Y
は
、
信
義
則
上
、
株
主
総
会
の

決
議
が
欠
訣
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
X
へ
の
本
件
退
職
金

の
支
払
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
X
の
請
求
を
認
め
た
。

　
以
上
の
裁
判
例
は
、
定
款
又
は
株
主
総
会
決
議
な
し
に
退
職
慰
労

金
を
認
め
た
点
で
は
共
通
す
る
が
、
理
由
付
け
は
同
じ
で
は
な
い
。

①
か
ら
③
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
退
職
金
に
つ
き
会
社
又
は
代
表

取
締
役
が
支
給
約
束
（
決
定
）
を
し
て
い
る
点
で
は
共
通
す
る
が
、

①
で
は
法
人
格
否
認
の
法
理
を
使
っ
た
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

②
、
③
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
同
族
・
ワ
ン
マ
ン
で
あ
り
名
義
上
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の
株
主
が
代
表
取
締
役
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
②
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
通
常
行
わ
れ
て
い
る

意
思
決
定
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
、
③
で
は
実
質
一
人
会
社
と
し
、
株

主
総
会
が
あ
っ
た
と
同
視
す
る
構
成
で
あ
る
（
②
と
③
の
理
論
構
成

の
違
い
は
、
②
に
お
い
て
は
、
株
主
構
成
が
明
ら
か
て
は
な
い
の
に

対
し
、
③
で
は
、
名
義
上
の
株
主
が
代
表
取
締
役
と
そ
の
妻
・
兄
弟

で
あ
る
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
の
違
い
で
あ
ろ
う
か
）
。
そ
の

会
社
に
お
け
る
通
常
の
意
思
決
定
が
さ
れ
た
と
す
る
点
に
お
い
て
は
、

②
と
④
が
共
通
し
て
い
る
が
、
②
は
更
に
内
容
証
明
郵
便
に
よ
る
通

知
等
、
細
か
い
事
実
の
つ
み
あ
げ
を
し
て
お
り
、
④
は
取
締
役
会
の

決
議
に
よ
り
、
株
主
総
会
が
開
か
れ
た
と
し
た
ら
、
総
株
主
の
議
決

権
の
約
三
分
の
二
以
L
の
同
意
が
あ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
及

び
特
許
権
と
い
う
④
に
特
有
の
事
情
（
木
俣
由
美
〔
判
批
〕
商
事
法

務
↓
七
九
七
号
四
八
頁
）
が
あ
る
。

四
　
上
記
の
裁
判
例
は
、
い
ず
れ
も
株
主
総
会
を
開
催
し
て
い
な
い

会
社
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
学
説
で
は
、
株
主
総
会
不
開

催
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
く
不
支
給
・
低
額
決
定
の
場
合
に

退
任
取
締
役
を
救
済
す
べ
く
以
下
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

①
有
償
委
任
説
に
立
ち
、
退
職
慰
労
金
の
少
な
く
と
も
後
払
い
報
酬

と
み
ら
れ
る
部
分
に
つ
き
、
取
締
役
は
当
然
に
会
社
に
対
し
て
報
酬

請
求
権
を
有
す
る
と
す
る
。
こ
の
報
酬
請
求
権
に
基
づ
い
て
、
退
任

取
締
役
は
、
会
社
に
報
酬
を
定
む
べ
き
株
主
総
会
の
決
議
を
求
め
、

ま
た
は
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
（
川
島

い
づ
み
「
取
締
役
報
酬
の
減
額
、
無
償
化
、
不
支
給
を
め
ぐ
る
問

題
」
判
タ
七
七
二
号
八
一
頁
）
。

②
無
償
委
任
説
に
立
ち
な
が
ら
、
慣
行
や
内
規
が
あ
る
場
合
は
、
取

締
役
の
退
職
慰
労
金
の
権
利
性
が
認
め
ら
れ
る
と
解
す
る
。
権
利
性

が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
退
職
慰
労
金
の
金
額
が
定
款
ま
た
は
株

主
総
会
で
認
め
ら
れ
な
い
限
り
具
体
的
請
求
権
は
発
生
し
な
い
が
、

慰
労
金
の
贈
呈
に
関
す
る
議
題
（
議
案
）
を
決
定
・
付
議
し
な
い
で

放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
な
い
し
忠
実
義

務
に
違
反
す
る
た
め
、
取
締
役
の
任
務
解
怠
を
理
由
に
、
商
法
二
六

六
条
の
三
第
一
項
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
す
る
見

解
（
青
竹
正
］
「
取
締
役
退
職
慰
労
金
の
不
支
給
・
低
額
決
定
に
対

す
る
救
済
措
置
（
下
）
」
判
例
評
論
四
二
二
号
二
二
頁
）
。

③
退
職
慰
労
金
支
給
の
内
規
・
慣
行
が
あ
る
場
合
に
、
退
任
役
員
の

同
意
な
し
に
取
締
役
会
が
役
員
退
職
慰
労
金
支
給
議
案
を
株
主
総
会

に
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
取
締
役
会
の
構
成
員
が
不
法
行
為

責
任
（
民
法
七
〇
九
条
）
お
よ
び
商
法
二
六
六
条
の
三
第
一
項
に
基

づ
く
責
任
を
、
会
社
が
不
法
行
為
責
任
（
民
法
四
四
条
一
項
）
を
そ

れ
ぞ
れ
退
任
役
員
に
対
し
て
負
う
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
見
解
（
弥
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永
真
生
「
役
員
報
酬
の
返
上
、
減
額
、
不
支
給
を
め
ぐ
る
法
的
問

題
」
代
行
リ
ポ
ー
ト
一
一
八
号
九
頁
）
。

④
オ
ー
ナ
ー
取
締
役
が
退
任
取
締
役
に
対
し
事
前
に
支
給
約
束
（
支

給
基
準
の
作
成
が
こ
れ
に
当
た
る
）
を
し
た
場
合
に
は
、
前
者
個
人

は
総
会
で
決
議
を
成
立
さ
せ
る
旨
の
一
種
の
議
決
権
拘
束
契
約
を
後

者
と
の
間
で
締
結
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
義
務
を
解
怠
す
れ
ば
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
と
す
る
見
解
（
江
頭
憲
治
郎
〔
判
批
〕
ジ
ュ
リ
ス

ト
一
一
〇
三
号
一
五
一
頁
、
同
『
株
式
会
社
法
第
二
版
』
四
二
四

頁
）
。

　
ま
た
本
件
の
判
例
評
釈
に
お
い
て
、
⑤
少
な
く
と
も
内
規
が
あ
れ

ば
、
退
任
役
員
に
は
退
職
慰
労
金
支
給
決
議
請
求
権
は
発
生
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
株
主
総
会
に
お
い
て
相
当
の
期
間
内
に
支
給
決
議
が

な
さ
れ
な
い
と
き
は
、
会
社
の
債
務
不
履
行
と
し
て
損
害
賠
償
請
求

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
規
定
が
定
め
る
時
期
あ
る
い
は
あ
る
営
業
年

度
に
関
す
る
定
時
総
会
に
議
案
が
付
議
さ
れ
な
か
っ
た
の
な
ら
、
退

職
慰
労
金
請
求
権
の
内
容
は
規
定
ど
お
り
に
確
定
す
る
と
み
る
見
解

（
藤
原
俊
雄
〔
本
件
判
批
〕
金
判
二
九
九
号
六
六
頁
）
。

⑥
内
規
に
法
的
拘
束
力
を
持
た
せ
、
会
社
・
取
締
役
間
の
有
償
委
任

契
約
成
立
時
に
退
職
慰
労
金
を
付
与
す
る
特
約
が
交
わ
さ
れ
、
こ
の

時
点
で
当
該
取
締
役
に
退
職
慰
労
金
請
求
権
が
発
生
し
て
お
り
、
内

規
に
し
た
が
っ
た
退
職
慰
労
金
請
求
権
を
行
使
で
き
る
と
す
る
見
解

（
込
山
芳
行
〔
本
件
判
批
〕
判
タ
一
二
一
四
号
六
八
、
六
九
頁
）
。

①
か
ら
⑥
の
学
説
は
、
退
任
取
締
役
の
救
済
を
可
能
と
す
る
た
め

に
、
退
職
慰
労
金
の
権
利
性
を
な
ん
ら
か
の
理
由
を
つ
け
て
認
め
よ

う
と
す
る
。
有
償
委
任
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
権
利
性
を
肯
定
す
る
も

の
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
程
度
の
差
は
あ
れ
、
内
規
の
存
在
に
よ
っ

て
権
利
性
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

五
　
本
件
の
原
審
と
本
判
決
で
は
結
論
を
異
に
す
る
（
こ
の
結
論
の

違
い
を
事
実
認
定
の
相
違
に
よ
る
と
す
る
も
の
に
鳥
山
恭
一
〔
本
件

判
批
〕
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
九
五
号
一
二
二
頁
）
。
原
審
で
は
、
退
任

取
締
役
の
請
求
が
認
め
ら
れ
た
が
、
本
判
決
で
は
請
求
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
原
審
は
、
上
記
四
の
学
説
に
影
響
を
う
け
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
理
論
構
成
は
、
明
確
で
は
な
い
。
②
説
に
よ
っ
て
い

る
と
す
る
も
の
が
多
い
（
飛
澤
知
行
〔
本
件
判
批
〕
判
タ
一
一
八
四

号
一
五
三
頁
、
中
村
良
〔
本
件
判
批
〕
税
務
事
例
三
七
巻
二
号
六

七
頁
）
が
、
「
現
行
規
定
の
制
定
当
時
か
ら
の
A
会
社
の
い
わ
ゆ
る

オ
ー
ナ
ー
経
営
者
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
…
…
本
件
規
定
に
従
っ
た
退

職
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
各
取
締
役
に
約
し
た
」
と
い
う
判
旨

は
、
内
規
の
作
成
に
よ
り
各
取
締
役
と
支
給
約
束
を
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
④
説
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
（
大
塚
和

成
〔
本
件
判
批
〕
銀
行
法
務
21
・
八
三
頁
は
、
会
社
へ
の
請
求
の
可
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否
の
問
題
と
代
表
取
締
役
へ
の
請
求
の
可
否
の
間
題
と
を
分
け
て
検

討
し
て
い
る
と
す
る
）
。
原
審
は
、
Y
が
本
件
内
規
に
従
っ
た
事
務

処
理
を
行
う
義
務
を
負
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
本
件
で
は
、
遅
く

と
も
X
が
退
社
し
た
後
の
最
初
の
定
時
株
主
総
会
開
催
前
の
取
締
役

会
に
お
い
て
本
件
報
酬
議
案
を
提
案
す
べ
き
義
務
で
あ
り
、
Y
は
、

そ
の
義
務
を
怠
っ
た
と
す
る
。
ま
た
原
審
は
、
結
果
的
に
は
株
主
総

会
に
お
い
て
退
職
慰
労
金
支
給
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同
決
議

は
、
退
職
時
か
ら
一
年
半
も
の
期
問
が
経
過
し
た
後
に
な
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
Y
が
形
式
を
整
え
る
た
め
に
同
決
議
を
主
導
し
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
か
ら
株
主
総
会
決
議
が
優
先
さ
れ
、
本
件
内
規
は
排
除

さ
れ
る
と
い
う
Y
の
主
張
は
信
義
則
に
反
す
る
と
し
た
。
原
審
は
、

退
職
時
か
ら
一
年
半
も
経
っ
て
株
主
総
会
に
お
い
て
退
職
慰
労
金
支

給
決
議
が
な
さ
れ
た
と
い
う
点
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
⑤
、
⑥
の
学
説
は
、
本
件
の
特
殊
性
（
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ

ば
株
主
総
会
で
退
職
慰
労
金
決
議
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、

結
果
的
に
決
議
は
な
さ
れ
た
が
内
規
の
半
額
と
な
っ
た
こ
と
）
に
鑑

み
て
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
も
退
任
取
締
役
を
救
済
で
き
る
見
解
が

主
張
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
原
審
は
、
内
規
の
存
在
か
ら
退
職
慰
労
金
の
権
利

性
や
代
表
取
締
役
の
報
酬
議
案
提
案
義
務
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
内
規
は
、
通
常
取
締
役
会
が
作
成
し
て
お
り
、
あ
く

ま
で
も
株
主
総
会
に
お
け
る
退
職
慰
労
金
支
給
決
議
が
な
さ
れ
た
後

に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
退
職
慰
労
金
請
求
権
の
発
生
に
影
響

し
な
い
。
ま
た
内
規
の
存
在
に
よ
っ
て
代
表
取
締
役
が
報
酬
議
案
の

提
案
義
務
を
負
う
こ
と
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
原
審
の
理
論
構
成
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

六
　
本
件
は
、
退
職
慰
労
金
の
支
給
を
め
ぐ
っ
て
取
締
役
に
商
法
二

六
六
条
の
三
（
会
社
法
四
二
九
条
）
の
責
任
が
問
わ
れ
た
事
例
で
あ

る
。
商
法
二
六
六
条
の
三
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
例
は
、
い
ず

れ
も
株
主
総
会
で
取
締
役
会
に
一
任
す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
が
、
取

締
役
会
で
支
給
に
不
当
な
条
件
を
付
さ
れ
た
場
合
（
京
都
地
判
平
成

二
年
六
月
七
日
判
時
二
量
ハ
七
号
一
〇
四
頁
）
や
取
締
役
会
が
決
定

を
放
置
し
た
場
合
（
東
京
地
判
平
成
六
年
二
一
月
二
〇
日
判
タ
八
九

三
号
二
六
〇
頁
）
で
あ
る
。
株
主
総
会
に
お
い
て
決
定
し
た
退
職
慰

労
金
の
金
額
に
関
し
て
取
締
役
に
商
法
二
六
六
条
の
三
の
責
任
が
追

及
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
①
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
三
月
二
六
日

金
判
七
七
六
号
三
五
頁
と
②
東
京
地
判
平
成
一
九
年
六
月
一
四
日
金

判
一
二
七
一
号
五
三
頁
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
責
任
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
特
に
①
は
、
内
規
所
定
の
額
よ
り
も
低
い
金
額
の
支
給
議

案
を
株
主
総
会
に
提
出
し
た
こ
と
に
よ
り
取
締
役
の
責
任
が
追
及
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
本
件
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
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は
X
と
B
取
締
役
の
退
職
慰
労
金
に
つ
き
、
株
主
総
会
決
議
で
内
規

の
三
分
の
一
に
あ
た
る
上
限
額
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な
金
額

を
取
締
役
会
で
決
議
し
て
お
り
、
「
株
主
総
会
が
、
特
定
の
取
締
役

の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て
、
右
内
規
に
よ
ら
ず
、
当
該
退
任
取
締
役

の
功
労
の
程
度
や
会
社
の
営
業
状
態
を
勘
案
し
て
、
独
自
に
退
職
慰

労
金
額
を
決
定
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」

と
判
示
し
て
取
締
役
の
責
任
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ

う
に
内
規
は
、
株
主
総
会
決
議
が
な
さ
れ
た
後
に
用
い
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
内
規
よ
り
も
低
い
金
額
を
株
主
総
会
で
決
定
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
（
本
件
内
規
に
減
額
に
関
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と

を
問
題
視
す
る
も
の
に
中
村
・
前
掲
判
批
六
八
頁
。
退
職
慰
労
金
を

減
額
支
給
す
る
た
め
に
は
、
内
規
に
減
額
規
定
を
お
い
て
お
く
の
が

適
切
で
あ
る
と
す
る
も
の
に
松
井
秀
樹
「
取
締
役
の
退
職
慰
労
金
」

商
事
法
務
一
五
八
一
号
四
八
頁
）
。

　
本
判
決
は
、
原
審
に
は
な
か
っ
た
退
任
取
締
役
四
人
の
う
ち
三
名

に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
具
体
的
な
金
額
及
び
支
給
方
法

を
決
議
し
、
残
る
一
名
に
つ
い
て
株
主
総
会
で
本
件
内
規
に
基
づ
い

て
退
職
慰
労
金
を
算
出
す
る
旨
を
決
議
し
た
と
い
う
こ
と
が
事
実
認

定
さ
れ
て
お
り
、
株
主
総
会
決
議
が
内
規
に
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

を
強
調
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

七
　
本
判
決
は
、
株
式
会
社
の
取
締
役
に
つ
き
定
款
又
は
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
っ
て
報
酬
の
金
額
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
具
体
的
な

報
酬
請
求
権
は
発
生
せ
ず
、
取
締
役
が
会
社
に
対
し
て
報
酬
を
請
求

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
判
例
・
通
説
（
最
判
平
成
一
五
年
二

月
二
一
日
金
判
一
一
八
O
号
二
九
頁
、
松
田
二
郎
H
鈴
木
忠
一
『
條

解
株
式
会
社
法
上
』
三
二
二
頁
）
の
考
え
方
に
た
っ
て
、
Y
の
責
任

を
認
め
な
か
っ
た
。
判
旨
で
は
、
株
主
総
会
決
議
に
代
わ
る
全
株
主

の
同
意
が
あ
る
な
ど
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た
と
同
視
し
う
る
特

段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
つ
き
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
本
判
決
で
は
、

Y
を
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
と
し
て
経
営
権
を
握
っ
て
い
る
こ
と
が
推
認

さ
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、
原
審
で
は
認
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
Y

を
除
く
A
会
社
の
株
主
全
員
が
株
主
総
会
に
お
け
る
意
思
決
定
権
限

を
Y
に
一
任
し
て
い
る
と
ま
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
追
加
し
て
お
り
、
本
件
に
お
い
て
は
全
株
主
の
同
意
が
あ
っ

た
と
は
い
え
な
い
、
つ
ま
り
特
段
の
事
情
が
あ
る
事
例
で
は
な
い
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
減
額
支
給
決
議
を
し
た
こ
と
自
体
に
問
題
は
な
い
が
、

六
①
事
例
で
も
判
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
動
機
及
び
目
的
等

に
特
に
不
法
な
点
が
な
い
か
ぎ
り
、
許
さ
れ
る
」
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
六
①
事
例
で
は
、
X
・
B
両
名
と
も
、
Y
会
社
の
要
職
に
あ
り

な
が
ら
、
経
営
状
態
の
悪
化
し
た
時
期
の
年
度
途
中
に
自
己
の
都
合
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て
退
職
し
、
退
職
後
に
Y
会
社
と
営
業
目
的
の
競
合
す
る
会
社
の
代

表
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
認
定
さ
れ
て
い
た
。
翻

っ
て
本
件
で
は
X
の
勤
務
中
の
働
き
ぶ
り
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
や

X
が
競
業
避
止
義
務
に
違
反
し
て
A
会
社
の
営
業
を
妨
害
し
た
と
の

事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
判
旨
に
疑
問

な
し
と
し
な
い
（
た
だ
し
中
村
・
前
掲
判
批
六
四
、
六
五
頁
て
は
、

事
実
の
概
要
で
退
職
後
の
競
合
店
舗
の
展
開
及
び
A
会
社
の
仕
入
先

と
の
直
接
取
引
等
が
あ
っ
た
と
す
る
）
。

八
　
ま
た
本
判
決
で
は
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
が
、
原
審
で
は
、
株

主
総
会
決
議
か
本
件
訴
訟
提
起
後
に
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
た
。
商
法
二
六
九
条
の
文
言
上
株
主
総
会
の
決
議
時
期
は

問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
裁
判
例
に
お
い
て
も
訴
訟
提
起
後
の

株
主
総
会
決
議
は
認
め
ら
れ
て
い
る
（
名
古
屋
高
判
平
成
一
四
年
］

一
月
二
九
日
げ
国
図
＼
O
ゆ
文
献
番
号
二
八
○
八
一
五
九
二
、
報
酬
に

関
し
て
最
判
平
成
一
七
年
二
月
一
五
日
判
時
一
八
九
〇
号
一
四
三

頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
裁
判
例
は
、
い
ず
れ
も
退
職
慰
労

金
や
報
酬
は
す
で
に
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
株
主
総
会
決
議
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
株
主
に
よ
る
代
表
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た

事
例
で
、
事
後
承
認
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
（
鳥
山
恭
一
〔
判
批
〕

法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
〇
九
号
一
三
〇
頁
、
菊
地
雄
介
〔
判
批
〕
受
験
新

報
六
五
四
号
一
九
、
二
一
頁
）
、
本
件
と
は
事
例
を
異
に
す
る
。
退

職
慰
労
金
が
内
規
よ
り
も
減
額
さ
れ
た
こ
と
や
、
訴
訟
提
起
後
に
株

主
総
会
決
議
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
各
々
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
し
て

も
、
両
方
が
そ
ろ
っ
た
本
件
に
関
し
て
は
、
事
案
解
決
の
妥
当
性
と

し
て
や
は
り
判
旨
に
疑
問
が
残
る
（
播
阿
憲
〔
本
件
判
批
〕
ジ
ュ
リ

ス
ト
ニ
ニ
三
三
号
二
一
二
頁
は
、
事
案
解
決
の
具
体
的
妥
当
性
と
い

う
点
か
ら
原
審
の
結
論
の
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
水
島

治
〔
本
件
判
批
〕
商
事
法
務
］
八
一
〇
号
五
四
頁
は
、
本
判
決
を
妥

当
な
も
の
で
あ
る
と
し
、
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
は
、
立
法
論
的

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
）
。
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